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感染急増時における濃厚接触者の対応について（通知） 

このことについて、県内の感染急増及びオミクロン株の特性（感染スピードが速 

いこと、軽症者割合が多いこと）を踏まえ、保健所は症状の重い方や重症化リスク

の高い方に重点を置き、必要な医療を確実につなげる体制をとるため、濃厚接触者

の対応を下記のとおりとしましたので、御理解と御協力を賜りますようお願いいた

します。 

つきましては、関係機関へ周知いただくとともに、本方針に基づく対応について

御配慮くださいますようお願いいたします。 

 

＜今後の濃厚接触者の対応＞ （詳細は、別紙及び以下の URL を参照ください） 

①  濃厚接触者の重点化 

→ 保健所は、感染している可能性が高い同居家族や、医療機関・ 

高齢者施設等の重症化リスクのある集団に重点的に対応する。 

②  上記①以外（知人、勤務先、学校など） 

 → 陽性者からの連絡等を受けた個人や職場の管理者が、濃厚接触者 

に該当するかどうかを確認し、速やかな自宅待機に移行する。 

自宅待機期間中に症状が現れた場合は医療機関を受診する。 

【期間】 令和４年１月２８日（金）から当面の間 

【地域】 県内全域   

 

○ 福島県新型コロナウイルス感染症関連情報ポータルサイト 

「新型コロナウイルスに感染した時の対応について（感染急増時）」 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/site/covid19-portal/increase.html  

 

 

 

 

 

（事務担当 福島県新型コロナウイルス感染症対策本部 

感染症企画チーム 024-521-8583) 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/site/covid19-portal/increase.html


別紙 

 

感染者急増時の対応について 

 

対応方針 

 令和 4 年 1 月以降、主流となったオミクロン株により感染が急増していることから、その特性（感染

スピードが速いこと、軽症者割合が多いこと）を踏まえ、保健所においては、症状の重い方や重症化リス

クが高い方に重点をおき、必要な医療に確実につなげる体制を取ることとします。これにより濃厚接触者

の対応は以下の通りとします。 

①保健所では、濃厚接触者について、感染している可能性が高い同居家族や、医療機関・高齢者施設

等の重症化リスクのある集団に重点的に対応することとします。 

②上記①以外については、陽性者からの連絡等を受けた方が、濃厚接触者であると判断した場合、速

やかな自宅待機に移行していただきます。 

※オミクロン株の感染スピードは従来株に比べ非常に早く、従来の方法で保健所が調査して濃厚接触

者を特定し、自宅待機を要請した時には、すでに症状が出ている状況があることから、濃厚接触の

可能性のある方が、自ら行動することにより、速やかに濃厚接触を判断し、自宅待機につなげる必

要があります。 

【対象となる期間】１月２8 日から当面の期間   【対象地域】県内全域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

陽性となられた方へ 

 陽性者の増加に伴い、治療が必要な方を医療

につなげることを最優先としています。 

 

濃厚接触者に該当する知人等、所属先（勤務

先、学校等）へ、陽性者御本人から連絡をお願

いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

濃厚接触者の方へ 

➢濃厚接触者とは 

○濃厚接触者とは、新型コロナウイルスに感染していることが確認された方（以下、感染者）と発症日

2 日前（無症状の場合は検査の 2 日前）から、近距離で接触、あるいは長時間接触し、感染の可能性

が高くなっている方を指します。 

○濃厚接触かどうかを判断する上で重要な要素は、距離の近さと時間の長さです。必要な感染予防策を

せずに手で触れること、または対面で互いに手を伸ばしたら届く距離（１ｍ程度以内）で 15 分以上

接触があった場合に濃厚接触者と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

➢濃厚接触者となった場合 

○感染者と接触があった日の次の日を 1 日目とし、10 日間は外出の自粛（自宅待機）と健康観察をお

願いします。 

   例：感染者との最終接触日が 1 月 20 日の場合 → 自宅待機終了日は 1 月 30 日 

 ○不要不急の外出は控え、できる限り人との接触を避けてください。 

 ○発熱、咳、のどの痛みなどの症状が少しでも出た場合には、かかりつけ医や診療検査医療機関にご相

談ください。 

 福島県 診療検査医療機関 検索🔍 

 ○かかりつけ医がない場合や、相談先が分からない場合は、受診・相談センターにご相談ください。

【TEL：０１２０－５６７－７４７】 

  

 

 

 

 



 

 

事業者の方へ 

➢従業員に陽性者が確認された場合に必要なこと 

職場において次の対応をお願いします。 

１ 陽性が確認された従業員は、保健所が判断した療養先で療養していただきます。 

  期間の目安は、症状がなくなってから 3 日を過ぎていれば、発症日から 10 日間です。 

２ 濃厚接触者の把握 

  発症日の２日前から入院（または自宅等での療養）の開始までの患者の行動に基づき、濃厚接触者の

把握をお願いします。濃厚接触者の対象範囲や健康観察期間の注意事項など詳しくは前述の「濃厚接触

者の方へ」をご確認ください。 

３ 濃厚接触者の自宅待機、健康観察 

  濃厚接触者に該当すると判断された方は、陽性が確認された従業員と最後に接触した日から10日間、

自宅で待機し、濃厚接触者自身による健康観察を行ってもらいます。 

４ 施設の消毒 

  陽性が確認された従業員とその濃厚接触者が触れた可能性のある場所（テーブル、椅子、電話機、ド

アノブ、スイッチ等）の消毒について、消毒薬（アルコール（70％）または次亜塩素酸ナトリウム（0.05％））

を用いて実施してください。  

 

➢医療従事者である濃厚接触者の取扱いについて 

○重症化リスクの高い方が利用している医療機関や高齢者施設等における濃厚接触者については、保健

所において重点的に対応してまいります。 

○医療従事者である濃厚接触者については、一定の要件※を満たす場合、毎日の検査で陰性を確認する

ことにより、自宅待機期間中であっても、医療に従事することが可能です。 

 ※厚生労働省事務連絡「医療従事者である濃厚接触者に対する外出自粛要請への対応について」 

 

➢社会機能維持者（いわゆるエッセンシャルワーカー）の取扱いについて 

 濃厚接触者となった社会機能維持者の方については、当該者の業務への従事が事業の継続に必要であ

るなど、一定の要件を満たす場合に限り、待機期間の 10 日を待たず、待機を解除することができます

（最短 6 日）。 

 詳しくは、以下をご覧ください。 

 なお、本取扱により待機を解除する場合は、保健所への報告は必要ありません。また、個別の従事者

が「社会機能維持者」に該当するかどうかについては、保健所への相談は不要であり、各事業者におい

てご判断くださいますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

https://www.mhlw.go.jp/content/000883316.pdf
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